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日本アイ・ピー・エムでは計画立案や予測作業を機械

化するに当って，担当者自身による機械化を「エンド・

ユーザーのためのAPL利用推進J とし、う形で進めてき

た.各担当者が思いのままにAPLを使って業務をこな

すには，それなりの利用環境が整っていなければなら

ず，しかるべき体制が必要である.本題の“ファイノレ構

築と検索プログラム"は，こうした命題のもとにAPL

利用推進スタッフにより整備された集中的なデータ・ベ

ースとその検索システムを意味し，“予測プログラム"

は予測担当者が検索システムを用いて予測業務を実行す

ることを意味するものである.このような意図のもとに

全体をAPL環境を提供する立場とその受け手の利用す

る立場とに分け，前者を三枝が，後者を松田が体験にも

とづいて記述した.

1. APL利用推進に対する考察

1.1 APLについて

\972年頃より APL と深くかかわり合い，以来約 10年

間多くの人々とともにAPL普及の一翼を担ってきた.

ょうやく一般の企業においてもAPLを有効に利用して

いただけるようにコンピュータの環境も整いつつあり，

過去 4-5 年の聞に急速にAPLの導入が進んでいる.

APLがどのようなもので，またどのように使用するべ

きかということについて信頼できる一般的な結論を述べ

ることはむずかしいことであるが，これら多くのAPL

ユーザーの事例に直接・間接にかかわり合った緩験か

ら，また現在それらのユーザーを技術的にサポートする

責任者としての立場から， APLに対する意見を述べて

みたい.

1.2 AP L言語について

APLがCOBOL， FORTRAN, PL/I と同様にプロ

グラミング言語の 1 つであることはその名前 (A PROG-

さいぐさ きょうすけ，まつだ としこ 日本アイ・ピ

一・エム

518 (40) 

RAMMING LANGUAGE) に示されたとおりである.本来

対話型言語であるから，どの分野の仕事であれ，エソド

・ユーザーがコンビュータ端末で，直接操作するエンド

.ユーザ一言語でもある.

APL言語の基本である関数や作用子には最初から機

能が定義されている40種類前後の原始関数と，関数を修

飾し数多くの派生関数を生み出す原始作用子以外に，

ユーザーが他の関数と組み合わせて定義する定義関数，

または近い将来には定義作用子が含まれる.

これらのAPLの関数は作用するべき引数との相対的

位置関係により， Nilladic(引数を取らないもの)， Mo・

nadic (右側にのみ引数をもつもの)， Dyadic (左，右に

引数をもつもの)の 3 通りに分けられ，またそれらは各

々，結果値を持つものと持たないものに分けられるので

合計 6 通りのタイプに分類される.これらを表 l に示す.

表 1 AP L の関数

同苧L竺例 (一民主?戸苧
N仙dic マ QUIT

ー今

QUIT 

乱10nadic

x V 

(原始関数 [IJ • 

(定義関数) I [2J マ

|マ R←SIGN A 

(原始関数) ! 日JR← x A 

SIGN V 定義関数) I [2J マ

Dyadic マ R←A SIGN B 

V1 X V2 原始関数) I [\JR• AMULTB 

V1 MULT V2 (定義関数) I [2J マ

また，結果値をもっ関数と変数の組合せは，それ自体

変数(値)として用いられるので他の関数の引数とするこ

とができる.

例 X V1 X V2 例 2 V1 X X V2 

SIGN V1 x V2 V1 x SIGN V2 

X V1 MULT V2 V1 MULT X V2 

SIGN V1 MULT V2 V1 MULT SIGN Va 
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タ・ファイルの入出力や印刷装置の利用等の補助プロセ

ッサーについても，多かれ少なかれ当てはまることであ

る.

また， これらの機能を組み合わせた適用業務を作成す

る場合，本来個人がプログラムの設計からコーデイング，

テストにいたるまですべて 1 人で行なうことに向いてい

るはずのAPLが，ここにきて突然個人の能力の限界を

越えてしまう結果にもなる.

たとえば，時間のかかるくり返しの多い複雑な計算や

データの編集・作表・作図・モデノレ{乍りといったコンピ

ュータの利用によって仕事の質も量も大幅に改善できる

人々が企業には多数存在するが，これらの人々のコンピ

ュータ資源の利用がより価値のあるものとするためには

企業全体としての資源配分が必要で，ユーザーのばらば

らな使用形態にまかせていては決して価値ある利用は望

めないであろう.

すでに述べたように， APLは定義関数による仕組み

を通して，言語そのものをよりエンド・ユーザーの実情

に合わせて提供することができる. その最も端的な例

で，また非常によく行なわれているのが個々の目的に合

わせたプログラム・パッケージを利用することであり，

このために利用できるいくつかの市販のパッケージがあ

る.しかし，目的にかなうパッケージがなかったり，ユ

ーザーの基準に合わなかったりする場合も多く，各企業

の中において，パッケージを作る能力と体制を維持でき

るにこしTこことはない.

何百何千という式や他の関数を用いて組み立てられた

一般化プログラムとよばれる複雑な機能をもつものも，

これらの単純な原理により組み立てられたものであり，

単純なノレールに合致するひとつの関数にすぎないのであ

る. APLが原始関数についてほとんど知識のない人た

ちにも使われている理由は，定義関数の仕組みが非常に

よく利用されているからである.

1.3 AP L とAPL補助プロセ・7サーについて

APL の場合，システム環境に存在するさまざまなデ

ータおよびデータ処理資源，たとえばデータ・ベースと

か，グラフィック機器の利用等は共用変数プロセッサー

(8YP)を通してAPL補助プロセッサーの助けを借り

て行うように設計されている. (表 2 ) 

APL と補助プロセッサー

定義関数

APIII…Q8AM) 
AP210 ・BDAM ~ (ファイル・アク

[ セス・メソド)
A P 123...Y8AM ) 

API90… IM8等

API24…端末全画面処理

AP 126…GDDM/PGF (全画面グラ
プイック)

AP231...R 823インターフェース

APIOO.・・サブシステムコマンド

表 2

補
助
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

APL I 8YP (共用変数プロセツサー)

APL環境の利用

2.1 アァイル構築・検索のためのユーティリティー

ユーザーが自分の欲するデータを苦心して収集・加工

し得たにしても，いざ使う場面になって検索や分類・集

計作業が思うにまかせず，そのためのプログラム作りに

精力を費して目的とする仕事の生産性が損なわれること

はよくある話である.特にプログラミング作業に抵抗の

ある事務系統の人たちの場合などは，余計にこうしたい

ら立ちを訴える場合が多いのではなかろうか.かといっ

ていちいちプログラマーの応援を求めることも不可能で

あるから，このようなエンド・ユーザーの人たちにも容

易に自分用のファイルが構築できて，好きなように検索

できるユーティリティー・プログラムが備わっているこ

とが望ましい.

I AP Lデータ検索集計作表プログラム j ばこのよう

な環境を提供するためのユーティリティー・プログラム

で，冒頭に述べた「エンド・ユーザーのためのAPL利

用推進j の一環として作成され，歴史的に改良を重ねて

広く社内の各担当者に利用され， IBM'APLユーザ

2. 

APLの環境を作るには一定の規模の投資が必要であ

り，現在，一般には補助プロセッサーを利用しないAP

L言語だけの小規模な利用は，ほとんどないのではない

かと恩われる. APL補助プロセッサーは共用変数プロ

セッサーのマクロ・プログラムを利用して， APLユー

ザ一例jからのプロトコノレを定義し，それぞれの機能をも

つようにアセンプラ一言語やPL/I言語を使って書〈が，

メーカーが提供するもの以外にユーザーが作ったものも

ある.

これらのことを考えると， APLの世界が奥行きの深

いものであることがおわかりいだたけると思う. しか

し，定義関数にしても補助プロセッサーにしても必ずし

も APL言語そのもののように統一のとれたものではな

く，それぞれの設計者の意図や対象となる機能の仕組み

そのものからくる複雑な要素が大きく作用する.

たとえば， GDDM/PGF により端末の全画面処理や

グラフィック機能を利用するための補助プロセッサーA

P 126においては， GDDM/PGF の 190種類以上のコマ

ンドをAPLから直接 CALLする仕組みになっていて，

それらのパラメータの与え方などは， APL言語の世界

とは本質的に異なるものである.これに似たことはデー
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は一部改良が加えられている.)

①データ・ファイルごとに検索用の索引ファイルを作成

し，デ}タ項目の名前~，桁数等を登録する. (INDEX 

例 1 ) 

②索引作成作業の終了したファイルに対して，データの

訂正，更新等の変更を行なう. (UPDATE 例 2 ) 

③索引ファイルのでき上っているファイルのうち，検索

したいファイルを指定して検索する. (SELECT 例

3 ) 

④検索結果を分類し，その結果を特定の項目について集

計する. (SUMLIST 例 4 ) 

⑤検索結果をユーザー・プログラムに読み込み，操作す

る. (GET 17115) 

ーにも解放されている.

以下その概要について紹介する. (引用文献名 rAP 

L データ検索集計作表プログラム J 1 BMマニュアル)

全体は表 3 のように 4 つのグループから成り，各グル

ープはいくつかのユーティリティー・プログラム (AP

L) で構成される.エンド・ユーザーは，これらのユー

ティリティー・プログラムを使って各々の目的を達成す

ることができる.以下に主だったプログラムの使い方の

1711をあげよう. (掲餓例は少し古いものであるが， 現在

表 3 システムの概要

2.2 予測プログラムへの利局

長期計画や短期計画といった計画策定の基礎となる予

測作業では，実際に発生したデータの分析内容によって

予測l精度が左右されるといっても過言ではない.特に短

非
対
話
的
実
行
そ
l

ド

(
グ
ル
ー
プ4

データ・ベースの生成・保守

(グループ 1 ) 

検索結果をユーザー・プログラ

ムで操作するもの(グループ 3)

データの検索

(グループ 2 ) 

[例 1] INDEX 使用例

③ INDEX プログラムを実行する.

④ ファイル・サイズを指定する.

⑤ 索引項目について使用されるコード文字を指定

する.

⑥ 項目名，索引項目の指定，項目の場所と長さを

指定する.

⑦訂正するものを削除する.

⑧ 計算結果等に項目名を与えて同一レコード内に

仮想の項目を設定する.

⑨ ⑦と同じ.

③ INDEX ・ 8001 D080.TEST・ー
PLEASE SPECIFY THE FILE SIZE (NO. OF LOGICAL RECORDS ): 
o TO LE且SE THE COUNTING TO THE PROGRA!I:1dHL_ ④ 

1) NUflERIC :0123 旬 56789
2) ALPHABETIC ABCDEFGHIJXL11NOPQ丹STUVWXYZ

3) ALPHANUMERIC: ABCDEFGHIJXLMNOPQRSTUVWX1Z0123 匂 56789

**・ CODE CHARACTER SETS: 

⑤ SPECIFY B1 llUMBER THE CODE CHARACTER SET FOR THIS FILE :1 
SPECIFY AN1 ADDITIONλL CHARACTERS :_dH~ニーーーーーーーーーーーーーーー
DEFINE THE NAHE OF EACH DATA FIELD BELOW. ELSE * TO TERMIHλ TE. ( よ I5 INDEX l.ES OR 

llO.) 

⑥ 

⑦ 

~Q_:ll-il1f;: よ ~Q~ ⅸ ~Q~ ~~ ~Q~ ~H 
1:FLD1 Y 001 01 000 00 000 00 
2:FLD2 1 002 O~ 000 00 000 00 
3:FLD3 Y 006 OS 000 00 000 00 
処 :FLD処 1 010 10 000 00 000 00 
5:FLDS N 021 20 000 00 000 00 
6:FLD処 1 011 10 000 00 000 00 
7:FLD6 1 081 OS 000 00 000 00 
8:FLD7 1 086 05 000 00 000 00 
9:FLD8 N 091 OS 000 00 000 00 

10:FLD9 N 096 05 000 00 000 00 
11:* 

SPACIPI TRE ENTRIES 10U WANT TO CANCEL (0 TO DESIGNATE NONE); 
・・ :0
ll!L : 114U~ úfl 一一ε__2:.._ι_X__~__~__'__ll__X__ー一一一一一一一一一一一一一ー

l:FLDX 08 8 1yl00 x ( 企P[FLD7]) DI tF[FLD8] ¥ _ 
2 :台 I

SPECIFY THE ENTRIES YOU WANT TO CANCEL (0 TO DESIσNATE NO"E): 
...: 0 

⑥ 

⑨ 
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[例 2J UPDATE使用例

① 引用符を用いてファイル名を指定する.

② 合言葉を・・・・に入れる.

字は本 o. :→εT の 7 個の特殊文字の中で索引コ

ードとして使用されていないものの 1 つどれを用

いてもよい.

③索引項目も UPDATE の対象になり，それぞ

れ，索引項目についてはし非索引項目について

はDの見出しで区別される.

⑤ 索引項目に対してデータを更新する場合， INｭ

DEX 操作で作られる GGテーフ'ルに登録されて

いない文字が含まれていれば更新は無効となる.

④ 同一項目へのデータ更新の区切りに使用する文 ⑥ 0 を指定すると UPDATE の操作は完了する.

UPDATE'TEST' @ 
ENTER SECURIT1 CODE :.... @ 
ENTER RECORD COLUMN5 TO UPD且 TE.(O TO QUIT.):E~Q2~~Q呈・ー・ー・・ーーー・ー
ENTER UPDATING DATA FOLLOWED 81 R'ECO.r/D CONTROL NUMBERS. (ENTER 会 TO QUIT) 

**主主よよQQI2I21212I2QI2星I211Q12Q12Q12I2I2 :_kQUXHQ~_~U~~~H~_星~B:____~________________ @ 
今 E 且且AAUPDATED RECORD 1 5 & 7 8 
+:BBBB UPDATED RECORD 2 9 10 11 12 
・~:CCCC UPDATED RECORD 3 13 1 斗 15 16 
今:* @ 

ENTER RECORD COLUHNS TO UPDATE.(O TO QUIT.):ELI21__ー・ーーーーーー皿・ー・・ー
El{TER UPDATI1lG DATA FOLLOWED BY RECORD CONTROL NUMBER5. (EN'!ER * TO QUIT) 

*合よ :_~tlXllQ~ll.íL~~~IlS_lJ.gll~___ー-ーー圃・回目綱---圃開園周園"・・・・・ー・回・・圃・----ー闇ー圃・・・・
+:Z 1 2 3 
INV，且LID CODE CHARAC'!ER5 U5ED. � 
-・ :P 1 2 3 ト
INVALID CODE CHARACTERS U5ED. 
+:・ 1 23  
+:* 
ENTER RECORD COLUMN5 TO UPDATE.(O TO QUIT.):g___~哩ー

⑤ 

@ 
@ 

[例 3J SELECT 使用例

③ SELECT プログラムを実行する.

④ 選沢条件を指定する.

⑤ ④と⑤は論理演算を^ (AND) で結ぼれてい

る.

⑥ 選沢を継続する場合はY (YES) を与える.

SELECT ・ TEST' ~ .，③ 
ENTER SECURIT1 CODE :.... 
SPECIFY COLUMN(S) 昆12L___ー|

SPECIF1 VALUE(S). FOLLOWING-;;<S>OR~ 三.Q.!_-------ー一一一一一一一一一 同
SPECIFY .. TO TERMINATE. ELSE ANY APL LOGICAL OPERATOR TO CONTIlTUE 企 j
SPECIFY COLUMN(S) f~Q1______ 

SPECI.FY VALUE(S). FOLLOWING ::，，<霊 >OR~ 孟，dA且λーーーーーーー ト⑤
SPECIFY ・ TO TERMINATE. ELSE ANY APL LOGICλL OPERATOR TO CONTINUE 空 l
TOTλL OF 1 RECORDS H.且 VE BEEN SELECTED. 
ANY FURTHER SELECTION ? r OR tl :~⑥ 

[例 4J SUM LIST 使用例

① 集計する数値項目名を引用符を用いて指定する.

② 集計の結果は例にあるように制御項目上のコー

ド， レコード数，各数値項目の集計の順に並ぶ.

SOBT ON FLD1 
50RT STABT 2/8/77 02:16 
END OF 50BT 2/8/77 02:16 

SUMLIST 'FLD6.FLD7.FLD8.FLD9 ・
2/8/77 02:17 5U.¥fLIST 5TART 

o 10 匂 0996

1 5 27758 
2 3 8210 
3 3 9688 
4 8 23315 
5 8 31 匂 30

6 6 10551 
7 ・ 3 297 句
8 10 3 処 3 句 8
9 11 28136 

TOTAL* 合・・ 67 196304 
2/8/77 02:17 SU,'1LI5T END 

1982 年 10 月号

1888 勾

27608 
11&77 

312 
3706 

20610 
32701 
処763

5758 
勾 5958

171353 

48109 
125 匂

7278 
12772 
38467 
17302 
26205 
86 匂 7
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E例 5] GET使用例

GETは SELECT-GET. SELECT-SORT 

-GET と L、う組合せで用いられ，選択されたレコ

ードを 1 つずつ読み込む.

VLIST Q 

たとえば，読み込んだデータをリストする機能と

して備わっている LISTはほぼ次のようなプログラ

ムになっている.

[lJ A: 且 (~^/'*'=10tREC+GET)/'~A.p 口+REC[QJ'
マ

または，

VLIST Q 
[1 J A :REC+GET 
[2J ~(^/'*'=10tREC)/O 
[3] 口+REC[Q]
[斗 ] ~A 

7 

すなわちGETは実行されるごとにレコードを 1

つずつ読み，最後のレコードまで読み切ると，頭に

10個のキをもっレコードを発生させてEOF (ファ

または，

VADD 
[1] CTR+O 
[2] A:REC+GET 
[3] • ( ^l' 宋 '=10tREC)/E
[斗 ] CTR+CTR+~REC[BAMT] 
[5] +A 
[6] E:CTR 

V 

VADD 
[lJ CTR+O 

イルの終り)を知らせる.上記のサ γプルプログラ

ムを変形させて数値項目を集計する場合，たとえば

次のようにすればよい.

[2J A: 阜 (~^/'*'=10tREC+GET)/' →.A • p CTR+CTR+阜REC[BAJ1T] I 

[3] CTR 
V 

期予測の場合などは，より多様な観点から収集されたデ

ータを分析した結果による積上げが説得力をもつことが

多い.したがって，上り豊富なデータと検索・加工能力

が予測担当者の仕事の効率および質におよぼす影響度は

大きく， 2.1で述べたようなユーティリティー・プログラ

ムの存在は，作業担当者にとって大きな福音をもたらす

ものである.また l 人の担当者が使用するデータは，ほ

とんどの場合担当者固有のデータではなく，同一部門あ

るいは他部門の人にとっても共通に使用され，各々の目

的に応じて加工の形態が異なるという性格をもっ.した

がって企業全体として集中的に保有・整備すべきデータ

・ベースと，特定の人の間で共同利用される一部データ

・グループのデザインをうまく行ない，データへのアク

セスのためのインターフェースを容易にすることによっ

てコンピュータ資源の節約をはかり，ユーザーの便益性

を高めることが重要である.先に述べたファイノレ構築・

582 (44) 

検索のためのプログラムも，このような環境下にあって

より有効性が高められるものである.

たとえば，ある特定の製品を使用している顧客につい

て，その特性を製品の利用形態および企業規模から分析

しようとする場合を考える.製品関連データは製品ファ

イルに，企業関連データは企業ファイルに入っているも

のとする. (図 1 ) 

製品中心に仕事をしているユーザーAは，日常製品フ

ァイノレを使用し，企業中心に仕事をしているユーザー B

は，日常企業ファイルをよく使うわけであるが，両方の

ファイルを使う立場のユーザー Cは，使用のつど両方の

ファイノしを合成しなければならず回を重ねるにつれて繁

雑な思いをするであろう.そこで必要部分をある特定の

領域に貯えて軽いデータ・ファイルとし，そのファイル

を使用すれば余分な操作を経ずに済むし，特定の領域を

何人かで共有できる領繊とすれば，自分のワーク・スベ

オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.
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フ。ログァー 0事業分野・製品政策
ム計画 。技術開発政策

図 1 ファイルとユーザーの関係 ~ 
期間i

計凶j

図 2 経済計画の

体系と考え方

ースも影響されずに済むとし、う便益性を得ることができ

る.

以上は予測作業にともなう実績値データの検索部分に

まつわる考察であるが， 2.1 のようなユーティリティー

.プログラムを実行させながら途中である条件式等を設

定して，その条件式に見合う検索を引続き実行するとい

った場合にも， APLのステートメントを掃入すること

によってスムーズに作業を継続させることができる

次に将来の予測を行なう場面における APLの効用は

どうか? ひと口に予測といってもその対象は多岐にわ

たり，また，いわゆるマクロ的な分野から業界そして各

企業へとその領域も多様であるが，ここではその一例と

して，当社の製品政策にまつわる製品(コンピュータ本

体およびその周辺機器，ソフトウェアなど)の販売予測

の例をとりあげてみる.

図 2 は当社の経営計画体系を概念的に示したものであ

る.各国 IBMの製品政策にしたがって， 日本，米国，

西独，仏などの主要国 IBMの20有余の開発研究所が分

担，開発を行なう.こうした製品政策の立案・評価にき

いしては，製品ごとの販売予測が重要な鍵になる.

計画立案プロセスは長期計画を基本としその後定常

サイクルにしたがって製品政策等の見直しによる短期計

画が作成されるが，長期・短期計画とも製品の販売予測

が計画策定の基礎となる.

この場合， “いつ・どのような製品を・いくらで・発

表し・出荷できるか"といった計画項目の各々が，予測

のための重要な前提となり，これらの前提の中のいずれ

かが変更になった場合の予測の変化への対応や，製品が

単一でなく種々の製品が複雑に組み合わさった場合の対

応，客先の平IJ用形態が賃貸から買取りに変わった場合

等，種々の変化に対応するには応答の速い柔軟なコンビ

ュータ・システムの利用が必要で， APLはこのような

条件にかなった言語といえる.さらに上記のような変更

は定型的なパターンとして捉えることはむずかしい場合

1982 年 10 月号

。機能別政策

!;l 長~i 実行・評価

5 年

o 
が多く，そのことがモデル化をむずかしくしている要素

が強いわけであるが，逆に真のエンド・ユーザーとして

の予測但当者にはその場その場の問題を解決し，切り抜

けるための格好の道具としてAPLが重宝であるという

感触は否めないと思われる.多少逆説めいてしまうが，

その場かぎりの一過性のものであるならば，プログラム

そのものを他者に知らしめる必要性はないわけで，他人

には複雑きわまりないと思われるステートメントであっ

たとしてもエンド・ユーザーにとって最も効率のよいス

テートメントであるならばその効用は大きく，その意味

で点のエンド・ユーザ一向きの言語としての機能的な

便利さをAPLは備えているといえる.以下そのいくつ

かについて検討してみよう.

行列聞の操作

製品ごとの売上高を計算する場合の基本的な形は図 3

のような行列要素間の操作 (s (i， j) =u (i, j) xp(i，j)) で

あるが，これをAPLで表現すると，

①…ふ u x P 

と一度に計算させることができる.

製品が中央機種の場合には，付属する局辺機器等を図

4 のように寄せ集めることになるので，実際の売上高は

関連製品の合計として計算される.関連製品が製品ごと

に 3 次元表現で記憶されているものとして，各製品ごと

に年別に関連製品を加えたものを製品本体にたし込む.

(…S• 81++/[2J 82 
S2 の横軸にそって縦軸lとたし上げたものを Sl の横軸にたし込む

このように数量が予t則され，単価が与えられれば，そ

の後の計算は至極単純なステートメントで実行できるこ

とがおわかりいただけると思う.

行列の追加・削除

製品の種類は，計画のサイクノレごとに変動がおこり得

る.すなわち製品政策にしたがって製品の追加，削除の

必要性がおこり，そのたびごとに当該製品コードおよび

データを追加，削除するもので，そのような保守も容易

(45) 583 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



いま|…
数量

(u) 

X 

隊I '82 '83 Nm ぉ

売上高

(5) 

単価

(P) 

図 3 行列の操作

に行なうことができる.たとえば 6 行

目に新しいコードを入れるために 6 行

以下を 1 行ずらして挿入する場合のAP

L ステートメントを考える.M種類の製

品コードが行列 Yに記憶されているもの

とすると，

(… Y• Y [6;J, [IJ ‘ NEW', [IJA 

[10+ (I(M -5)) -5;J 

'5 ・ 1 から 5 まで指標をまわす

により新コード‘NEW' を挿入した製品コードになる.

次に，この新コードに対応したデータ(説明を簡略化

するために売上高とする)を挿入して，各製品コードと

の対応を見るために製品コード行列と売上高の行列を連

関連製品

(S 1 ) 

'82 '83 ・・・・・
'82 '83 ・・

+ 
X 1 
X2  製品本体

(52 ) 

結して表示させる場合を考える. (図 5 ) 

プログラム手順は売上高行列に新製品のデータ X (1 

行分)を 6 行目に加え(④)，製品コードと売上高行列を

連結させる(⑤).

(…S• S [6;J, [IJ X , [IJ S [1O+(r(M-5))-5;J 

新データおよび 6行以後を縦軸lζ連結

⑤・2←Y， 否 S

S の数値データを文字化して連結

命令内の複色噴算および条件付分岐

いったん予測された売上高について，向こうN年聞の

平均の伸び率が目標とする伸び率に達しているかどうか

によって，結果の良し悪しを判定する場合がおこってく

る.ある製品グループ (6 行から 10行)の売上高合計が

N年間で年々 10%以上の伸び率にならなければ再試行す

る場合を考えよう.

(…T • +/[IJ s [5+<5;J 
合計が T [1]-T [N+IJ IC入る.

CGR• 100x (((T[N+11+T[IJ) 本 +N) ー 1)

• (CGR :2 10)/0 

RETRY 

再試行プログラムのよぴ出し

CGR(平均伸び率)の計算は数行に分けてもよいし，

上記のようにまとめてもよく，どちらにするかはその時

の都合による.

すでに定義されているプログラムの使用

584 (46) 

図 4 製品の連結

S1 [1: K] 1: 製品の種類の数

やま '82 '83 …・K: 年次

A
A口
u
p
u

数の類種の品製連関r
J
 

]
 

k
 

v
J
 

F
4
 

[
 

。
，U

Q
U
 

図 S 製品コードと

行列データの連結 連結

頻繁に使われる操作プログラムを一度定義して自分の

ワークスペース内に記憶させておくと，使用のつど定義

プログラムの名前をよぶだけで計算を実行させることが

できる.一例として超小型機種のように値段が安くて数

量の多い製品の販売予測の場合はある程度そデル化して

確率的に予測する試みも可能である.そのさいによく用

いられるパレートモデルの原型である対数正規分布曲線

を定義関数として記憶させ，値段の平均値，パラツキを

かえて試行錯誤させるケースを考えてみる.定義式は下

記にしたがう.
(Ln(x)-u)2 

f(x)=訂Fe--?十

ここで u= L:f(x) ・ Ln(x)/L:f(x)

σ2= L:f(x) ・ (Ln(x) -u)2/L:f(x) ー 1

c=e2u2 とすると，

平均値 m=eu+ 1ノ 2/12=moc山

中央値 me=eu =mc-1/
' 

最頻値情。=eu-a2 =mc-S/.ft 

分散 S2=m(e.2ー 1)

によって f(x) は次のように表現される.
(Ln(x) -Ln(mo))2 

f(x)=勿o c'九ふ μ二(可e Ln(c) 
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マLNDTR[口]9
マ LNDm

[1 :1・ INPUT MEAN ,0 
[2J YH00p.色
[3] Z• 1001'0 
[4J XXX[ 1J~戸。
[5] XXX[4J• 1000 
[6] XXX[1+l2J令ロ
[7J 1 ←。
[8] 1ιIゃ 4

[9] XXX[ 1J←XXXE1JI・ 10
[10J YEIJ• XXX[.i] 
[j 1] PM←XXX[2]XXXX[::'.] 喜{即0. 7~)) 
[12J Ct-XXX[3] 
[13] X←{切(Y[ I]+(P討 x[ 緑色 .5)))-;( <1){碍 0.5・〉誇 ü...5
[14] At・号晶 3 '1苧 :581 ち 司 C' ，.:5 可品~}~~， 3B '1." 7814"(8 叩 t 品 8;>.1::円る

[15] ABS戸;，， 1 人
If 品 J ~H・'( 1γ 1-1也ゐ 2~:~í 64'� 9X E=)BSX) 持 \5
[j 7J FXを 0.3守i39423x.jむ〈ぐXxXγ2，)
[j8] PXゃ í .-F:(x+! ,,,! X{,j 
[19J 4(X~0)/OUT 
[20] PX• !-PX 
[21] OUT: 
[22J rXf.FX'~"(XXλr '� J;t ，;犠じ x0.5) 持。‘ 5)
[23] Z[IJt-FXXi000 
[24] 4(XXX[1]<XXX[4])!8 

亀田，

LNDTR 
INPUT MEAN ,C 
0: 

" 
DD 

" 
r、

司、

0 0  

c~n 

)1:.1 

\,', n 

'..1 f...llJ 

。

。

60 PLOT X VS Y 

" 

、

3..51 

3.01 

勺口 1

2 晶(> ; 

f 晶~) 1 

j .01 

35.0 ,3 

X*,Z 

( ...LNDTR 
上記計算プログラム式をよぴ出す

m , C を与えてシミュレーション

‘ INPUT : MEAN, C' 

プログラムおよび関数形のプロッ

ト図を図 6 に示す.

以上，担当者にとって日常重宝して

いると思われるAPL機能に焦点を当

てながら解説を行なってきたが，予測

作業そのものは，もっと複雑な様相を

呈しており，たとえば従来使用してい

る機種から新機種へ切り換える顧客，

あるいは追加導入する顧客の他，はじ

めて導入する顧客，他社製品に移行し

たり中断したりする顧客，端末をはじ

めに導入してだんだん規模を大きくし

ていく顧客等々の諸現象に対して，予

測担当者のセンスとか判断力に負う部

分も多い.また，個々の製品予測が集

大成された後で外部環境等の状況判断

の変化によっていく度か修正したあけ.

く，最終的にトップの意思決定により

ある線に落ち着いてから，作業結果の

事後調整を行なうといった側面もあ

り，なかなかに苦労の多い仕事であ

る.それゆえに一般的な予測プログラ

ムという形でのプログラム・ステート

メントの紹介を行なわなかったが，こ

のことはむしろエンド・ユーザ一個々

人が自由に表現し得るプログラミング

言語の必要性を意味し，その必要性の

もとにAPLがしかるべき体制による

サポートを得て日常よく利用されてい

るという現実は， APLの効用を端的

に物語っているといえよう.

またデータの分析結果や予測結呆を

わかりやすいグラフによって図示する

ことも，この種の作業においては重要

な要素であり，そのためのエイドもい

ろいろと用意，提供されているが，本

稿の紙幅の関係で割愛した.
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図 8
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